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流れをつかむ民事訴訟法
笠井正俊 著

担当編集から
本書は，法学教室連載「流れをつかむ
民事訴訟法」をまとめた書籍です。単

行本化にあたり，複数掲載した項目は 1つの章にまと
め，巻末補足説明を 2つ織り込みました。著者の笠井
先生は，民事訴訟法を勉強し始めた頃に「取っ付きにく
さ」を覚えたそうです。訴訟は学生にとって縁遠く，そ
の感覚は至極当たり前ですが，皆さんが訴訟のイメージ
（流れ）をつかみ，民事訴訟法が嫌いにならないよう，
「判例になるような問題や学説上の議論なども，できる
だけ流れの中に位置づけて取り上げ，それぞれの問題の
所在を含めて，民事訴訟法を実際の訴訟手続の流れとの
関係で実感してもらえる内容」を意識されています。ま
た，民事訴訟手続の IT 化（デジタル化）等を目的とし
た民事訴訟法等の改正（2022 年改正）については，既
に施行された内容はもちろん，未施行改正の内容につい
ても，注や括弧内，巻末補足説明でふれていただきまし
た。本書を通じて，民事手続と民事訴訟法の理解を深め
ていただければ幸いです。（SK）

第 1 章　民事訴訟手続の流れと基本原則
第 2 章　訴えの提起と訴訟物
第 3 章　裁判所と当事者
第4章　訴状等の送達・第1回口頭弁論期日
第 5 章　訴訟要件総論
第 6章　訴えの利益
第 7 章　当事者適格
第 8章　共同訴訟
第 9章　�攻撃防御方法の提出と�

争点証拠整理手続
第10章　事実の証明と認定
第11章　�書証の取調べと�

人証の集中証拠調べ
第12章　�訴訟上の和解等，訴訟を終了させる

当事者の訴訟行為

第13章　判決の言渡しと給付判決の執行力
第14章　判決の確定と確定判決の効力
第15章　上　訴
第16章　�請求の併合・訴訟係属中の�

訴訟物の追加
第17章　�訴訟係属中の当事者の�

交代・追加等
第18章　�口頭弁論の分離・併合，�

重複訴訟の処理
第19章　�一部請求後の残部請求，�

相殺の抗弁
第20章　手続保障と訴訟の実効性確保
訴訟記録とその閲覧──巻末補足説明1
法定審理期間訴訟手続──巻末補足説明2

民事訴訟法に「取っ付きにくさ」を覚えたときに，迷わず手に取ってほしいテキストです。Point
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